会社支配の発展類型 - 製薬産業の実証研究 - (降旗武彦教授記念号) by 三戸, 浩
Title会社支配の発展類型 - 製薬産業の実証研究 - (降旗武彦教授記念號)
Author(s)三戸, 浩



































































会社支配の発展類型 (121) 121 























同族 減少 (0.6倍〉生保 不変(1.1倍〉
親会社口・・増大 (2.8倍〕銀行 ・ 増加→減少 (2.1→0.6倍〉



























会社支配の発展類型 (123) 123 
表 1 最犬所有者の推移 (社， %) 
昭和31年 |陥昭和1年 昭和51年 昭和59年
同 族 :J4 (77.:J) 35 (68.6) 30 (53.6) 25 (44.6) 
親会社 1 ( 2.3) 4 ( 7.8) 7 (12.5) 10 (17.9) 
安定株主 9 (20.5) 12 (23.5) 18 (33.9) 21 (37.5) 
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o ( 0.0) 
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o ( 0.0)
2 ( 4.5) 
44(1日0.0)
42 (82.4) 
5 ( 9.8) 
2 ( 3.9) 
o ( 0.0) 




3 ( 5.4) 
o ( 0.0) 
1 ( 1.8) 
56(100.0) 
40 (71.5) 
4 ( 7.1) 
11 (19.6) 



































o ( -) 
1 ( 2.3) 
o (ー 〕
o ( -) 
6 (13.6) 
o (ー 〕
1 ( 2.3) 
2 ( 4.5) 
44(100.0) 
所有一経営の推移 (剖， %) 
下 昭和41年 J 和日年 | 昭和四年
32 (62.7) 27 (49.2) 22 (37.5) 
3 (問 3( 5.4) 1 ( 1.8) 
o (ー o( -) 2 ( 3.6) 
3 ( 5.9) 3 ( 5.4) 6ο0.7) 
1(2.0) 4(7.1) 3(5.4) 
o (ー) 0 (ー 1( 1.8) 
7 (13.7) 12 (21.4) 12 (21.4) 
2 ( 3.9) 3 ( 5.4) 8 (16.1) 



































同 族 派 遺 社 内 平 均
47.1 60.5 62.5 51.1 












衰 7 上場年度別所有者の状況 (社， %) 
里竺工品云互三盃ー\E二 ~.r工Eてi
1 (じり"(15.4) I 10 (7且.9) I 13 (1C且口 2 (15.4) 
8 (44.4) I 3 (16.7) I 7 (38.9) I lR (1肌仁 5 (278) 
1 (33.3) I 0 (ー)I 2 (66.6) I 3 (100.0) I 1 (33') 
2 (oO.U川 o( -) I 2 (5ω4 (100.0) I 0 (ー〕
13 (72.2) I 5 (27.8) I 0 (一) I 18 (100的 O(-) 












表 6 設立年度別，社長の出身母体の推移 (社査の









表 8 上場年度別経営者の状況 〔社，お〉
「斗竺_1'1玉 Ii*二五士fi .I'l I ~TT.fr二 H I 
| 函 20年代 I 6 (46.2) I 0 (-) 7 (53.8川 o ( -) i 13 (100.0) I 
昭和30年代 I 13 ( 72.2) I 2 (11.1) I 2 (11.1) I 1 (5.6) I 18 (100.0) 
昭和4日年代 I 2 ( 66.6) I 0 (ー) I 1 (33.3) I 0 C←) I 3 (100.0) 
昭和50年代 I 4 (lOCの! 日(ー) I 0 ( -) I 0 (ー) I 4 (100.0) 
非上場 I15 ( 82.3) I 2 (山) I 1 ( 5.9)いo( -) I 18 (100の













表 9 発行株式数別所有者の状況 に社数〉
(二コl"l Jij( 1lJ!s'Ht 11* 00 1i:i ~tヨF面司
1~11位 1 9 11 (2) 
12~22 4 6 11 (3) 











計 21 56 (2) (6) 
会社支配の発毘類型 (129) 129 
表 lV 発行株式数別，経営者の状況 (社数)
日 1庄二百一日一1t!l=-T玉三
1~11(立 4 6 1 
12rv22 9 2 
23~33 9 
34~44 9 
45~56 9 2 

































































会社支配の発麗類型 (131) 131 














































表-13 社長の出身母体の推移 製薬・銀行 (お〕
薬 |銀 行
昭51 I昭59 昭31 I昭41 陥51 I昭59
93.2 82.4 71.5 日81 30.6 20.4 
派遣 9.8 17.9 7.1 4.4 10.6 13.4 12.1 
社内 2.3 3.9 5.4 19.6 15.1 13.1 28.0 35.0 
天下 1.8 16.4 15.6 23，6 28.0 
その他 4.5 3.9 1.8 3.8 6.9 4.5 4.5 








































































。配当額を見ると， (同族 同族〉は高ぐ. (機関一社内〉は低い傾向にある。
の2点から「支配構造によって経営戦略は異なるの同族支配は一般的には現状
維持指向で，収益を研究開発に向けず同族の手に還元Lょうとするが，その中

























6) アメリカにおける I現代株式会社論」白系譜については，正木久司， r株式会社支配諭の展開
[アメリカ繍]j (土真堂 1983年〉に詳しい。

























7) 刑者『日本大企業の所有構造j (え其盆， 1983年〉
8) rわが国銀行における所有構造ム 『経首評論Jl1984年9月号。及び， r日本大企業百所有構造
銀行の所有と経営の発展類型 J， 日本経営学会編『政府と企業[経営学論集第55提Jj l千倉
書房， 1985年〕
会社支配の発昆類型 (137) 137 
能であった。それによ~，支配状況により発展指向性に差があるという仮説が
浮かび上がってきたが，今後同じ同族支配であってもそのままにとどまるもの
と経営者支配に移行するものとがあるが，その違いは同族の会社観，成長指向
性の差異により主主じるのか，より広く環境がもたらすのか戦略がもたりすのか
を，他産業と比較した上で分析していきたい。
紙幅の関係により，同旋支配と経営者支配の差異等について十分に論ぜられ
なかったが，この問題については『オイコノミブJ~ 1986.3 (仮題「支配構造と
経営行動J)に渇載の予定である。
(本調査研究は財団法人島原科学振興会の助成を受けて行なった〕
